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活動予定／トピックス

Chushokigyo-chiba

令和６年度 中央会の主な活動予定
月日 曜日 内　　容

5/ 9 木
令和６年度監事会
時間：午後３時～
場所：千葉市「千葉中央駅前ビル５階　会議室」

5/17 金
令和６年度第１回正副会長会議
時間：午後３時～
場所：千葉市「ホテルポートプラザちば」

5/17 金
令和６年度第１回理事会
時間：午後４時～
場所：千葉市「ホテルポートプラザちば」

6/ 4 火
専門委員会
時間：午後３時～
場所：千葉市「ホテルポートプラザちば」

6/25 火
第 68 回通常総会
時間：午後３時３０分～
場所：千葉市「ホテルポートプラザちば」

10/24 木 第 76 回中小企業団体全国大会
場所：福井県福井市「フェニックスプラザ」

◎お問合せは、本会総務部までお願いいたします。（☎ 043-306-3281）
　■お知らせ

　P 組合住所等に変更がありましたら本会までご連絡下さい。
本会の会員名簿の記載事項に変更があった場合は、本会総務部まで
ご連絡下さい。
①組合名、②連絡先住所・郵便番号、③代表者氏名、④組合員数、⑤出資金額、
⑥電話番号、⑦ファックス番号、⑧Ｅメールアドレス
また、４月には名簿調査を予定しておりますので、ご協力よろしくお願い致します。

千葉県中小企業団体中央会
組合運営講習会  を下記の通り開催します。

　　　　　令和６年４月 26 日（金）13：00 ～ 17：00（予定）
　　　　　会場：ＴＫＰガーデンシティ千葉　
　　　　　　　　千葉市中央区問屋町 1-45　　４階「カノン」

　組合では毎事業年度終了後に決算を行い、通常総会を開催した上で、所管行政庁への届
出等が必要となります。組合に求められる決算処理方法や一連の事務手続きは、一般的な
株式会社等とは異なるものが多く、関係法令に基づく正しい知識の習得が必須となります。
　本会では、組合に必要な事務手続き・決算処理等の理解を深めていただくため組合運営
講習会を開催いたします。
　組合役職員の方々にはぜひご出席をいただきますようご案内申し上げます。

◎お問い合わせは本会設立支援部まで（℡ 043-306-3285）
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中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
べ
き

　
理
由
と
ポ
イ
ン
ト
：

　
　
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
視
点
か
ら

経
営
の
ヒ
ン
ト

導
入
す
る
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
・
定
着
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

３
つ
め
は
「
経
営
リ
ス
ク
の
低
減
」

で
す
。
自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な

ど
の
リ
ス
ク
に
備
え
、
事
業
の
継
続
性

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
Ｄ
Ｘ
は
重
要

で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
の
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

４
つ
め
は
「
コ
ス
ト
削
減
」
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
紙
の
使
用
量
や

印
刷
コ
ス
ト
、
移
動
コ
ス
ト
な
ど
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
業

務
効
率
化
に
よ
っ
て
、
人
件
費
の
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
に
中
小
企
業
は
、
大
企
業
に
比
べ

競
争
力
や
人
材
確
保
の
面
で
弱
み
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る

と
中
小
企
業
こ
そ
Ｄ
Ｘ
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
上
記
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

中
小
企
業
は
大
企
業
と
比
べ
て
組
織

や
業
務
プ
ロ
セ
ス
が
シ
ン
プ
ル
な
の

で
、
少
な
い
リ
ソ
ー
ス
で
Ｄ
Ｘ
を
推
進

で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

意
思
決
定
が
迅
速
に
行
え
る
た
め
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
に
実
行
に
移
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１�

．
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
必
要

性

　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
は
目

覚
ま
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
重
要
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。大
企
業
だ
け
で
な
く
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
も
Ｄ
Ｘ
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
理
由
は
以
下
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

１
つ
め
は
「
競
争
力
強
化
」
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

業
務
効
率
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
が
可
能
と
な
り
、
競
争
力
を

強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

顧
客
接
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
顧
客
満

足
度
向
上
や
新
規
顧
客
獲
得
に
効
果
的

で
す
。

　

２
つ
め
は
「
人
材
不
足
対
策
」
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
単
純
作
業
を
自

動
化
す
る
こ
と
で
、
人
材
不
足
解
消
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
を

２
． 

メ
デ
ィ
ア
企
業
か
ら
見
た
Ｄ
Ｘ

　

メ
デ
ィ
ア
企
業
は
、
情
報
発
信
や
広

告
宣
伝
な
ど
、
情
報
流
通
を
担
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
４
つ
の
メ

リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
つ
め
は
「
情
報
収
集
・
分
析
の
効

率
化
」
で
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
膨
大
な
情
報
か
ら
効
率
的
に

必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
し
、
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
つ
め
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
効

率
化
」
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の

効
率
化
・
高
品
質
化
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

３
つ
め
は「
新
た
な
収
益
源
の
創
出
」

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
収
益
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
つ
め
は
「
顧
客
と
の
接
点
強
化
」

で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
顧
客
と
の

接
点
を
強
化
し
、
顧
客
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
、
千
葉
県
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
・

千
葉
日
報
社
で
も
、
も
と
も
と
は
新
聞

発
行
だ
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
環
境
の
進
展
に
合
わ
せ
、
ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト
「
千
葉
日
報
オ
ン
ラ
イ
ン
」

の
運
営
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
とY

ahoo!

ニ
ュ
ー
ス
、LIN

E

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

外
部
ニ
ュ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

連
携
、
Ｘ（
旧T

w
itter

）な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
運
用
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
通

し
て
、
新
た
な
収
益
源
の
確
保
や
顧
客

と
の
接
点
強
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

３�

． 

中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト

　

で
は
、
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
際
に
ど
ん
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
５
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
ま
す
。

　

１
つ
め
は
「
経
営
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
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ン
ト
」
で
す
。
Ｄ
Ｘ
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
経
営
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
不
可
欠
で
す
。
経
営
層
自
身
が
Ｄ
Ｘ

の
重
要
性
を
理
解
し
、
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
め
は
「
具
体
的
な
目
標
設
定
」

で
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
の
目
的
や
目
標
を
明

確
に
設
定
し
、
具
体
的
な
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
目
標
設
定
が

適
切
で
な
い
と
、
や
み
く
も
に
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
ば
か
り
が
増
え
て
し
ま
い
、

利
用
側
に
混
乱
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
。

　

３
つ
め
は
「
人
材
育
成
」
で
す
。
Ｄ

Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
が
必
要
で

す
。
社
内
研
修
や
外
部
講
師
に
よ
る
研

修
な
ど
を
活
用
し
、
従
業
員
の
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

４
つ
め
は
「
ツ
ー
ル
の
活
用
」
で
す
。

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

や
業
務
管
理
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
に
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

５
つ
め
は
「
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
の
活

用
」
で
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
に
必
要
な
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
場
合
は
、
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
シ

ス
テ
ム
開
発
会
社
な
ど
に
支
援
を
依
頼

す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
Ｄ
Ｘ
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４�

．
メ
デ
ィ
ア
企
業
が
支
援
で
き
る
こ

と

　

最
後
に
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
が
支
援

で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
企
業
は
、
情
報
発
信

や
広
告
宣
伝
な
ど
、
情
報
流
通
を
担
う

役
割
を
活
か
し
て
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ

推
進
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
自
社
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で

な
く
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、
中
小
企
業
経
営
者
や
従
業
員
に

対
し
て
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
実
践
の
成

功
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
中

小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
促
進
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
前
節
で
も
触
れ
た

よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
に
強
い
人
材
を
社
内

で
育
成
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
企
業
と
し
て
Ｄ
Ｘ
推
進

に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
弊
社
千
葉
日
報
デ
ジ
タ
ル
で

は
、「
情
報
発
信
」「
広
報
」
に
デ
ジ
タ

ル
を
い
か
に
活
用
す
る
か
と
い
う
視
点

で
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
専
門
的
な

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
中
小

企
業
の
Ｄ
Ｘ
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

５
． 

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
の
活
用
も･･･

　

こ
こ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
原
稿

は
、Google

の
生
成
Ａ
Ｉ
「Gem

ini

」

（
旧Bard

）
と
と
も
に
執
筆
し
ま
し
た
。

社
内
の
報
告
書
や
議
事
録
の
ま
と
め
、

企
画
書
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
な
ど
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
で
き
る
場
面
は
多
々
あ
り
ま

す
。

　

Ｄ
Ｘ
と
い
う
と
大
が
か
り
な
取
り
組

み
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
は

日
々
の
業
務
に
こ
う
し
て
Ａ
Ｉ
を
取
り

入
れ
る
な
ど
す
る
こ
と
も
Ｄ
Ｘ
の
一
歩

目
に
な
り
ま
す
。
適
正
に
活
用
し
、
業

務
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　
　
（
株
式
会
社
千
葉
日
報
デ
ジ
タ
ル

取
締
役
・
中
島
悠
平
）

　

Ｄ
Ｘ
と
は
、「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ

と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
顧
客

や
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と

と
も
に
、
業
務
そ
の
も
の
や
組
織
、
プ

ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、

競
争
上
の
優
位
性
を
確
率
す
る
こ
と
」

（
経
済
産
業
省
「
Ｄ
Ｘ
推
進
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
２
０
１
８
））
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テ
ー
マも

っ
と
自
由
で
も
っ
と
新
し
い
列
車
活
用
の
挙
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
岡
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
協
同
組
合

　

新
た
な
視
点
で
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
業

界
の
課
題
の
核
心
に
触
れ
る
戦
略
立

案
を
行
っ
た
こ
と
や
初
の
取
り
組
み

で
あ
っ
て
も
協
力
を
募
り
な
が
ら
臨

機
応
変
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
成

功
の
要
因
と
い
え
る
。

背
景
・
目
的

　

福
岡
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
協
同
組
合
は
発

足
以
来
、
婚
礼
関
連
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本
事
業
に

至
る
き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
、
コ
ロ

ナ
禍
で
全
国
約
24
万
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

挙
式
で
き
て
お
ら
ず
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

業
界
が
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
に
端
を

発
す
る
。
何
と
か
業
界
に
希
望
の
光
を

当
て
た
い
と
の
思
い
か
ら
常
識
に
捉
わ

れ
な
い
挙
式
方
法
を
探
る
為
、
平
成
筑

豊
鉄
道
株
式
会
社
の
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車

に
着
目
し
、
列
車
内
で
の
挙
式
と
い
う

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
カ
タ
チ
に
た
ど
り
着

い
た
。

取
組
み
の
手
法
と
内
容

　

ま
ず
初
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
の
整

理
を
行
っ
た
。
近
年
の
挙
式
は
「
他
と

は
違
う
特
別
な
結
婚
式
」
が
望
ま
れ
、

「
形
式
的
な
挙
式
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
行
わ

な
く
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
っ
た
風
潮

が
見
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染

予
防
に
重
き
を
置
く
画
一
的
な
結
婚
式

の
現
状
に
理
想
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

だ
と
考
え
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
挙
式

方
法
の
限
ら
れ
た
選
択
肢
が
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
業
界
の
見
直
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
い
え
る
。
そ
こ
で
同
組
合
は
、
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
べ
く
挙
式
に
対
す
る
固

定
観
念
を
見
直
す
決
意
を
し
た
。
コ
ロ

ナ
予
防
と
新
挙
式
ス
タ
イ
ル
の
条
件
を

満
た
す
た
め
に
平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会

社
に
協
力
を
打
診
し
、
式
場
に
は
同
社

が
所
有
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
「
こ
と

こ
と
列
車
」
を
選
ん
だ
。
ま
た
挙
式
に

か
か
る
費
用
は
福
岡
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
独
自
事
業
で
あ
る
「
組
合

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
九
州
支
店
を
含
む
４
者
で

２
０
２
１
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

さ
せ
た
。
挙
式
カ
ッ
プ
ル
の
選
考
に
苦

労
し
た
が
、
鉄
道
好
き
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
に
情
報
を
掲
載
し
た
こ
と
で

県
外
の
方
の
参
加
に
成
功
し
た
。
感
染

対
策
と
し
て
参
列
者
を
少
人
数
に
制
限

し
、
式
の
模
様
を
撮
影
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
映
像
配
信
す
る
工
夫
も
行
っ

た
。
直
方
駅
か
ら
行
橋
駅
を
巡
る
約
３

時
間
半
は
、
う
つ
ろ
う
車
窓
か
ら
の
風

景
を
こ
れ
か
ら
歩
む
夫
婦
の
道
と
重
ね

合
わ
せ
る
情
緒
溢
れ
る
旅
と
な
り
、
一

般
の
式
場
で
は
成
し
え
な
い
業
界
の
課

題
を
解
決
す
る
特
別
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

成
果
と
そ
の
要
因

　

同
組
合
の
挑
戦
が
功
を
奏
し
、
カ
ッ

プ
ル
か
ら
は
大
変
ご
満
足
い
た
だ
い

た
。
ま
た
結
婚
式
の
料
理
や
贈
り
物
に

は
沿
線
市
町
村
の
も
の
を
採
用
し
、
そ

の
際
に
地
元
企
業
か
ら
の
惜
し
み
な
い

協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
も
成
功
の
要
因

と
い
え
る
。「
こ
と
こ
と
列
車
」
の
挙

式
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
付

加
価
値
的
効
果
を
秘
め
て
お
り
、
更
な

る
可
能
性
を
実
感
で
き
た
取
り
組
み
と

な
っ
た
。

福岡ウエディング協同組合

住　所：〒810-0041
　　　　福岡県福岡市中央区
　　　　大名２丁目３番３号
設　立：平成29年７月
出資金：50千円
ＵＲＬ：https://www.fukuoka-
　　　　wedding.com/
業　種：婚礼サービス業・小売業ほか
組合員：５人

特
徴
あ
る
活
動

「ことこと列車」での
ウエディングの様子

地元新聞にも取り上げられた。
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組合Ｑ＆Ａ　　　　　　　　　 中小企業組合運営が害されないための中小企業組合のガバナンス制度について

Ｑ＝�中小企業組合を実質的に支配している者が、中小企業組合運営において独断、暴走、あるいは背
任したり、逆に無関心であるときなど、中小企業組合運営がこれらにより害されないため、中協
法にはどのような規定がありますか？

［Ａ］�中協法は、「役員」や「代表理事」の行為が適正であることが確保されるように、次のように規定してい
ます。

１�）役員は、定款の定めるところにより総会において選挙され、その選挙権は、定款で別に定めている場合の
協業組合を除き、組合員が出資額に拠らず１人１票を持つこと（中協法第 11 条第１項）。

２�）役員の任期が制限されていること（理事は２年以内、監事は４年以内で定款に定める期間）（中協法第 36 条）。
３�）理事は、法令、定款及び規約並びに総会の決議を遵守し、組合のために忠実にその職務を行わなければ

ならないこと。それに対し、監事は理事の職務の執行を監査する権限を有し（監査権限限定組合を除く）、
組合員は、理事の法令や定款等に対する違反行為に対し、行為をやめることを請求することができること（中
協法第 36 条の３）。

４�）理事会の決議は、議決に加わることのできる理事の過半数が出席し、その過半数をもって行うこと。また、
理事会の決議にあたり、特別の利害関係を有する理事は、決議に加わることができないこと（中協法第 36
条の６）。

５�）理事が組合と契約等を行う場合、理事会において当該取引について重要な事実を開示し、その承認を受
けなければならないこと（中協法第 38 条第１項）。

６�）役員は、その任務を怠ったときは、組合に対し、これによって生じた損害を賠償する責任を負うこと（中
協法第 38 条の２第１項）。

７�）理事は、監事の監査を受けたうえで理事会の承認を受けた決算関係書類及び事業報告書について、監事
の意見を記載した書面を添えて総会の承認を求めなければならないこと（中協法第 40 条）。

８�）組合員は、総組合員の 100 分の３（これを下回る割合を定款で定めた場合はその割合）以上の同意を得て、
会計帳簿等の閲覧等を請求することができること（中協法第 41 条第３項）。

９�）組合員は、総組合員の５分の１（これを下回る割合を定款で定めた場合はその割合）以上の連署をもって、
役員の改選を請求することができ、総会において出席者の過半数の同意により、その請求に係る役員は、そ
の職を失うこと（中協法第 42 条第１項）。

10�）組合員は、総組合員の５分の１（これを下回る割合を定款を定めた場合はその割合）以上の同意を得て、
総会の招集を請求することができ、理事が総会招集の手続きをしないときは、行政庁の承認を得て組合員
が総会を招集することができること（中協法第 47 条第２項、第 48 条）。

11�）定款変更、規約等の設定または改廃、毎事業年度の収支予算および事業計画の設定または変更等は、総
会の議決を必要とし、その議決権は、定款で別に定めている場合の協業組合を除き、組合員が出資額に拠
らず１人１票を持つこと（中協法第 47 条第２項）。

12�）理事及び監事は、総会において、組合員から特定の事項について説明を求められた場合には、当該事項
について必要な説明をしなければならないこと（中協法第 53 条の２）。

13�）組合員等は、次の場合、総会の決議の日から３ヶ月以内に当該決議の取り消しを請求することができるこ
と（中協法第 54 条で準用する会社法第 831 条）。

　①�総会の招集や決議の方法が法令・定款に違反し、または著しく不公正なとき
　②総会の議決の内容が定款に違反するとき
　③�総会の議決について特別の利害関係を有する者が議決権を行使したことによって著しく不当な決議がさ

れたとき

　株式会社は社外取締役の強化などで多様にコーポレートガバナンスを強化している一方、組合はこのような
制度はないものの認可団体であることから、組合が法令等に違反する疑いがある場合、組合員による認可行
政庁への検査請求（中協法第 105 条）、行政庁による組合からの報告の徴収（同第 105 条の３）、行政庁によ
る組合の業務及び会計状況の検査（同第 105 条の４）、行政庁による組合の法令等の違反に対する処分（同第
106 条）があり、これが株式会社にない組合特有のガバナンスであると言えます。
　中小企業組合を実質的に支配している者とは、「役員」や「代表理事」と推量されますが、本件のような、
独断、暴走といった事態に至らないよう、組合員が常に事業活動に関心を持つことが肝要です。

　　　　　　　【出典】組合質疑応答集（全国中小企業団体中央会編）
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全体概要
【前月からの動き】

■
水
産
食
料
品
製
造�

【
南
房
総
市
】

　

原
材
料
費
が
高
く
な
り
、
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
る
。
組
合
の
財
務
状
況
は

コ
ロ
ナ
後
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
依

然
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

■
パ
ン
・
菓
子
製
造　
　
【
県
内
全
域
】

　

売
上
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ
あ

る
。
卒
業
や
卒
園
等
の
お
祝
い
の
依
頼

が
多
く
な
っ
た
。
包
材
、
原
材
料
等
は

高
騰
し
て
い
る
が
、
売
れ
行
き
は
上
向

き
で
あ
る
。

■
酒
類
製
造　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

前
月
比
の
売
上
は
、
季
節
要
因
（
年

末
年
始
）
の
関
係
で
ほ
ぼ
半
減
。
１
月

単
月
で
は
前
年
比
の
売
上
は
11
％
増

加
。（
１
月
分
）
４
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

主
催
の
Ｂ
ｏ
ｓ
ｏ
バ
ル
ト
レ
イ
ン
（
北

総
）
を
計
画
中
。

■
繊
維
製
品　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

年
度
末
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
受
注
は
増
加
し
て
い
る
。

■
木
材
・
木
製
品
製
造　
【
県
内
全
域
】

　

一
般
材
は
取
扱
量
が
少
な
く
、
価
格

も
低
め
だ
っ
た
が
、
チ
ッ
プ
材
に
つ
い

て
は
出
材
量
が
多
い
状
況
。

■
印
刷　
　
　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

先
月
と
同
様
前
年
よ
り
も
売
上
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

■
電
気
鍍
金�

【
県
内
全
域
】

　

一
部
を
除
い
て
、
全
体
的
に
悪
い
景

況
が
続
い
て
い
る
。

■
鉄
工 �

 【
千
葉
市
】

　

一
部
業
種
を
除
い
て
全
体
的
に
景
況

感
は
悪
化
し
て
い
る
。
中
国
の
景
気
減

速
に
伴
う
在
庫
調
整
な
ど
に
よ
り
受
注

が
減
少
し
て
い
る
。

■
機
械
部
品
製
造　
　
　
　
【
野
田
市
】

　

前
月
比
は
、
売
上
、
利
益
と
も
に
増

加
と
な
っ
た
が
、
前
年
同
月
比
は
、
売

上
増
・
利
益
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

値
上
げ
に
よ
る
売
上
増
と
な
っ
て
い
る

が
、利
益
は
原
価
増
で
増
え
て
い
な
い
。

■
機
械
部
品
製
造　
　
　
　
【
流
山
市
】

　

業
種
に
よ
り
受
注
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
景
況
は
不
透
明
で
あ
る
。
業
況

以
外
の
理
由
に
よ
り
、
受
注
が
減
少
し

て
い
る
業
種
も
あ
る
。

■
機
械
部
品
製
造　
　
　
　
　
【
柏
市
】

　

受
注
減
の
要
素
が
多
い
（
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
不
正
認
証
）。
自

動
車
の
軽
量
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

■
金
属
製
品
製
造　
　
　
　
【
船
橋
市
】

　

客
先
の
調
達
に
支
障
が
出
た
こ
と
等

に
よ
り
、
一
時
的
に
減
産
と
な
っ
て
い

る
。

■
土
砂
採
取　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

木
更
津
、
君
津
、
富
津
地
区
に
つ
い

て
は
、
生
コ
ン
の
東
京
地
区
へ
の
出
荷

製
造
業

製造業では、売上高において「増加した」業種は３から９に増加。「減少した」業種は９のまま変化なし。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は５のまま変化なし。「減少した」業種は１３から１１に減少。
業界の景況では、「好転した」業種は２のまま変化なし。「悪化した」業種は７から５に減少。　

製造業では、売上高において「増加した」業種は７のまま変化なし。「減少した」業種は５から６に増加。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は１０から７に減少。「減少した」業種は７から９に増加。
業界の景況では、「好転した」業種は７から４に減少。「悪化した」業種は８から９に増加。

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
令和６年２月期�  情報連絡員50名  回答数50名

※�下記の数字は情報連絡員からの回答数を表します。
　 （「好転（上昇、増加）」、「不変」、「減少（悪化、低下）」の３択回答のうち、「不変」を除く「好転」又は「減少」の回答数）

（一部抜粋）（一部抜粋）
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が
少
し
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
骨
材
供
給
に
は
大
き

な
支
障
は
出
て
い
な
い
も
の
の

２
０
２
４
年
問
題
を
控
え
、
流
通
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
海
上
輸

送
業
者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

□
総
合
卸
売　
　
【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　

仕
入
価
格
や
物
流
費
の
上
昇
を
販
売

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
状
況
が
続
き
、

採
算
は
悪
化
し
て
い
る
。
飲
食
業
向
け

の
売
上
は
回
復
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
的
な
賃
上
げ
の
動
き
に
も
対
応
出

来
て
い
な
い
た
め
、
事
業
運
営
に
必
要

な
人
員
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

□
医
薬
品
卸　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

売
上
高
は
前
年
同
月
比
増
で
終
了
し

た
。
主
な
要
因
と
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー

治
療
薬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療

薬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
の
販
売
が

増
加
し
た
。
実
働
日
数
比
で
、
プ
ラ
ス

１
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
と
な
っ
た
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
卸　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

取
扱
量
の
減
少
、
雇
用
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
。
従
業
員
の
減
少
に
よ
る
組

合
員
企
業
の
脱
退
が
増
加
す
る
と
思
わ

れ
る
。

□
青
果
卸
売　
　
　
　
　
　
【
千
葉
市
】

　

気
温
変
動
が
大
き
な
月
で
あ
り
、
青

果
物
の
相
場
も
依
然
と
し
て
、
単
価
安

の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
売
上
高
が
低

迷
し
て
い
る
。
こ
の
先
も
暫
く
今
の
状

態
が
続
き
そ
う
で
厳
し
い
。

□
食
肉
卸　
　
　
　
　
　
【
成
田
市
他
】

　

堅
調
な
売
上
高
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
か
ら
仕
入
頭
数
の
増
頭
を
強
化
。
そ

の
結
果
、
月
末
時
点
で
の
在
庫
は
や
や

過
大
で
あ
る
も
の
の
、
１
週
間
以
内
に

す
べ
て
払
い
出
し
が
で
き
る
物
量
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
手
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
な
く
、
大
手

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
も
取
引
開

始
。
販
路
拡
大
に
よ
り
更
な
る
売
上
増

が
見
込
ま
れ
る
。

□
乾
物
卸
売　
　
　
　
　
【
県
内
全
域
】

　

相
変
わ
ら
ず
、
消
費
が
伸
び
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
漁
期
も
数
量
が
少
な
い
こ
と
と
相

場
が
高
く
、
各
社
思
っ
た
よ
う
な
新
海

苔
の
手
当
が
で
き
て
い
な
い
。海
苔
は
、

相
当
高
価
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
あ
る
。
例
年
な
ら
、
海
苔
の
相
場

が
下
が
っ
て
く
る
時
期
で
あ
る
が
、
一

向
に
下
が
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。

□
小
売�

【
柏
市
】

　

１
月
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
個
人
消
費

は
悪
く
な
い
。
今
後
は
、
今
春
の
実
質

賃
金
次
第
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

年
末
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ス
ク
ラ
ッ

チ
ロ
ー
ド
）
に
つ
い
て
換
金
が
終
了
。

例
年
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
。

□
電
器
機
器
小
売�

【
県
内
全
域
】

　

買
換
え
需
要
は
２
月
に
入
っ
て
も
ま

だ
あ
る
。
こ
の
ま
ま
続
く
と
良
い
の
で

あ
る
が
。

□
青
果
小
売�

【
千
葉
市
】

　

相
場
は
安
定
し
て
い
た
が
、
主
力
商

品
の
い
ち
ご
・
み
か
ん
の
入
荷
が
少
な

く
、
高
値
の
た
め
、
動
き
が
悪
か
っ
た
。

□
中
古
車
仕
入･

販
売�

【
県
内
全
域
】

　

２
月
に
入
り
、
中
古
自
動
車
の
出
品

台
数
が
減
少
傾
向
。
従
来
な
ら
３
月
に

向
け
て
徐
々
に
市
場
に
下
取
り
車
が
出

回
り
流
通
量
が
増
加
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
年
は
、
在
庫
が
減
少
し
、
優

良
車
両
に
応
札
が
集
中
し
て
い
る
た

め
、
価
格
も
上
昇
し
は
じ
め
る
車
種
が

出
て
き
て
い
る
。新
車
販
売
の
低
調
が
、

影
響
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

□
小
売�

【
東
金
市
】

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
完
全
に
は

戻
っ
て
い
な
い
。
飲
食
、
食
品
は
少
し

ず
つ
動
き
始
め
た
。
衣
料
は
ま
だ
ま
だ

の
状
態
。
少
し
ず
つ
若
干
上
昇
傾
向
に

あ
る
。

　

資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
組
合
員

が
多
い
。

□
商
店
街�
【
千
葉
市
】

　

開
業
61
周
年
を
迎
え
３
月
15
日
か

ら
、
物
販
店
で
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、

飲
食
店
で
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
抽
選

を
メ
イ
ン
に
し
た「
ス
プ
リ
ン
グ
・
バ
ー

ス
デ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。

□
建
設
揚
重�

 【
県
内
全
域
】

　

取
扱
業
種
に
よ
り
差
が
出
て
い
る
。

燃
料
や
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
業
況
が

悪
化
。

□
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア�

 【
県
内
全
域
】

　

日
経
平
均
が
４
万
円
を
超
え
た
こ
と

に
伴
い
、
大
手
企
業
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
投
資

が
増
加
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
展
は
、
今
後
、

営
業
活
動
の
進
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

□
建
設�

【
市
川
市
】

　

組
合
員
企
業
に
お
い
て
、
市
発
注
の

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
に
よ
る
下
水
道

整
備
の
受
注
に
つ
い
て
検
討
中
。

□
輸
出
入�

 【
県
内
全
域
】

　

空
港
内
で
は
、
２
月
に
入
り
前
月
に

比
べ
て
外
国
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
が

若
干
増
加
し
て
き
た
。
相
変
わ
ら
ず
、

日
本
人
の
海
外
出
国
者
は
、
客
数
の
減

少
傾
向
が
続
き
、
購
買
力
に
お
い
て
は

円
安
の
影
響
か
、
弱
さ
を
感
じ
る
。
ゆ

え
に
２
月
10
日
か
ら
の
旧
正
月
の
中
国

人
客
の
売
上
を
期
待
し
て
い
た
が
、
一
時

騒
が
れ
て
い
る
ほ
ど
の
活
況
は
見
ら
れ

ず
通
常
よ
り
少
し
、
多
い
ほ
ど
で
あ
る
。

非
製
造
業



ご　案　内

●通常総会までの手順について
　事業年度終了後における組合の事務手続きは決算関係書類の作成に始まり、所管行政庁への書類提出や
税務申告までになります。以下をご参考に事務手続きを行ってください。

＊決算日が３/３１の場合の、各日程の目安 

事業年度末（決算日） 3/31 

決算関係書類等の作成 4/1 

監事に決算関係書類等を提出 4/7

監事から監査報告書を受領 5/6 

理事会招集通知発送 

理事会開催 5/14 

総会招集通知＆決算関係書類の発送 5/18 

主たる事務所に決算関係書類の備置き 

通常総会開催 5/29 

理事会開催 

法人税等の確定申告 

所管行政庁への提出・届出 6/12 

４
週
間
ま
で

延
長
可

中
７
日
以
上

（
短
縮
化
）

２
週
間
以
内

２
か
月
以
内

中
　
日
以
上

（
短
縮
化
）
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想定日 手続き項目 主なポイント（根拠法規）

3/31 年度末締切（試算表の作成、棚卸表の作成、
総勘定元帳の締切等）

正確な財務諸表作成のため、必要な決算整理手続等を行う。

4/1 組合員名簿の作成 組合員の移動状況を整理する。（中協法第１０条の２①）
4/1 決算関係書類等の作成（事業報告書、財産目

録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案
又は損失処理案）

通常総会開催日の大体の見通しをたて、事業報告書及び決算関
係書類を作成する。（中協法第４０条②）

4/7 理事から監事へ決算関係書類等を提出 作成した決算関係書類等を監事へ提出する。（中協法第４０条
⑤）

4/28 出資総口数及び払込済出資総額変更登記 期中に変更が生じた場合、決算日（年度末）より４週間以内（4
月28日まで）に行う。なお、変更があった都度登記（2週間以内）
しても可。（中協法第８５条①②）

5/6 監事から理事へ監査報告書を提出 監事は、①会計帳簿に記載すべき事項の記載漏れはないか、②
各決算関係書類が法令及び定款に適合しているか、といった点
に留意して会計監査を行い、監査報告書を理事に提出する。

5/6 理事会招集通知の発送 理事会開催日から、1週間前（定款で短縮可）までに発送する。
なお、理事全員の同意があれば招集手続きを省略しても可。（中
協法第３６条の６⑥）

5/14 理事会開催 監事からの監査報告書の受領後、事業報告書、決算関係書類、
事業計画・収支予算案、通常総会の開催日時、場所、提出議案
等の審議 を行う。（中協法第４０条⑥、第４９条②）

5/14 決算関係書類等を事務所に備置 通常総会開催日の２週間前までに組合の主たる事務所に備え付
ける。組合員及び組合の債権者から閲覧又は謄写を求められた
場合は、正当な理由なくこれを拒んではならない。（中協法第
４０条⑩⑪）

5/18 通常総会招集通知の発送 通常総会開催日から、中１０日（定款で短縮可）以上あけて到達
するよう発送する。その際、議案内容や事業報告書、決算関係
書類、監査報告書を添付する。（中協法第４０条⑦、第４９条①）

5/29 通常総会開催（5/29）（決算関係書類の承認、
事業計画・収支予算の決定、経費の賦課、借
入金残高の最高限度額決定等）

事業年度終了後２か月以内（定款で３か月に延長可）に開催す
る。通常総会では、決算関係書類、事業計画・収支予算案、役
員改選、定款の変更など理事会で決めた提出議案について審議
を行う。（中協法第５１条）

5/29 理事会開催 通常総会で役員改選を行った場合、役付理事（理事長、副理事
長、専務理事等）は理事会で選任する。（中協法第３６条の８）

5/30 総会終了後の事務処理（議事録作成、剰余金
処分・損失処理振替、持分計算・払戻、配当）

速やかに処理を行う。

5/31 法人税、法人県民税・法人市町村民税、事業税、
消費税等の確定申告及び納税

事業年度終了後２か月以内に、通常総会で確定した決算に基づ
いて確定申告及び納税を行う。（申告期限の１か月延長の特例を
受けることも可能（消費税は延長の措置が認められていない）

6/12 代表理事変更登記 代表理事就任後、２週間以内に行う。（中協法第８５条①）
6/12 行政庁への決算関係書類提出 通常総会終了後２週間以内に、通常総会議事録を添えて提出す

る。（中協法第１０５条の２①）
6/12 行政庁への役員変更届 役員の氏名又は住所に変更があった時は、2週間以内に理事会

議事録を添えて提出する。（中協法第３５条の２）
6/12 定款変更認可申請 定款変更を決議した場合、行政庁に対し速やかに定款変更認可

申請書を提出する。なお、「事業」「脱退者の持分の払戻し」「役
員の定数」等の変更を行う場合は、関連する条文や議案にも留
意する（事前に本会担当者にご相談下さい）。

行政庁より定款変更認可書到達 定款変更した事項が、登記事項（名称・地区・事務所の所在地・
公告方法・事業・出資一口の金額・出資払込みの方法）である
場合は、認可書到達後２週間以内に登記が必要となる。なお、
認可書は永久保存。

変更登記 登記事項に変更が生じた時は、その事由の発生の日（定款変更
を伴う場合は、行政庁から定款変更認可書が到達した日）から、
主たる事務所の所在地においては2 週間以内に変更登記を行わ
なければならない（出資の総口数及び払込済出資総額の変更を
除く）。（中協法第８５条①）

●手続き上のポイントについて

Chushokigyo-chiba　2024.411
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中央会だより

Chushokigyo-chiba　2024.413

Chushokigyo-chiba

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任

者
協
会
（
渡
辺
勉
会
長
▽
千
葉
鉄
工
業

団
地
協
同
組
合 
専
務
理
事
）
は
２
月
27

日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
第
17
回
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

　

議
事
は
、
①
令
和
５
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
承
認
の
件
、
②
令
和
６

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）
承
認
の
件
、
③
令
和
６
年
度
会

費
の
額
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
、
④

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

が
そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

①
～
③
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
、
④
は
指
名
推
選
の
方
法
に

よ
り
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
は

渡
辺
勉
氏
（
千
葉
鉄
工
業
団
地
協
同
組

合
専
務
理
事
）、
副
会
長
は
家
村
吉
隆

氏
（
協
同
組
合
東
金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
専
務
理
事
）、
長
橋
敏
男
氏
（
流

山
工
業
団
地
協
同
組
合
専
務
理
事
）
が

選
出
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
情
報
提
供
と
し
て
、

中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
取
引
課
の
担

当
者
よ
り
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
に

つ
い
て
」
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

組
合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会
開
催
し
、

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株

式
会
社
代
表
取
締
役
日
野
眞
明
氏
よ

り
、「
人
と
人
を
繋
ぐ
組
合
事
務
局
だ

か
ら
こ
そ
必
要
な
『
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
』」と
題
し
た
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

講
習
会
開
催
後
、
全
体
交
流
会
を
開

催
し
、
各
会
員
組
合
の
事
務
局
の
方
々

が
お
互
い
に
交
流
を
深
め
た
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
責
任

者
協
会　
第
17
回
通
常
総
会 

開
催

体
中
央
会
を
通
じ
て
被
災
地
の
石
川
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
に
寄
付
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
ご
厚
情
に
対
し
、
心
か

ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
３
月
15
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
令
和
５
年
度
第
４
回
正
副
会
長
会

議
、
令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
正
副
会
長
会
議
の
議
題
は
、

こ
の
後
に
開
催
さ
れ
る
理
事
会
の
付
議

事
項
が
上
程
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
①

令
和
５
年
度
事
業
進
捗
状
況
並
び
に
収

支
状
況
に
つ
い
て
、
②
令
和
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
並
び

に
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）
に
つ

い
て
、
議
題
が
上
程
さ
れ
、
満
場
一
致

を
も
っ
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
は
３
月
21
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
、
令
和
５
年
度
第
２
回
官
公
需
普

及
促
進
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

本
懇
談
会
は
、
中
小
企
業
が
直
面
し

て
い
る
官
公
需
受
注
に
係
る
問
題
点
等

検
討
し
、
官
公
需
受
注
機
会
の
増
大
を

図
る
た
め
に
年
２
回
開
催
し
、
今
回
は
、

第
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
①
「
国
に
お
け
る

官
公
需
施
策
」
を
関
東
経
済
産
業
局
適

正
取
引
推
進
課
下
請
調
査
第
一
係
長 

金
野
諒
氏
よ
り
、
②
「
千
葉
県
の
官
公

需
施
策
及
び
第
５
次
ち
ば
中
小
企
業
元

気
戦
略
の
概
要
に
つ
い
て
」
を
千
葉
県

商
工
労
働
経
済
政
策
課
政
策
室
の
担
当

者
よ
り
、
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　　

こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
義
援
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
・
ご
協
力

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

本
義
援
金
は
、
１
３
６
組
合
か
ら

５
百
５
６
万
円
、
こ
れ
に
本
会
分
50
万

円
と
本
会
役
職
員
分
２
万
円
を
加
え
、

合
計
６
百
８
万
円
を
全
国
中
小
企
業
団

「
能
登
半
島
地
震
義
援
金
」
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会 

開
催

渡辺会長の開会挨拶

今関専務理事による挨拶

飯塚会長の挨拶

日野講師による講義

令
和
５
年
度　
第
２
回
官
公
需

普
及
促
進
懇
談
会　
開
催
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中央会だより
Chushokigyo-chiba

令和
５年度

　

異
動
内
容
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

（　

）
内
は
旧
所
属
及
び
旧
職
名
。

■
人
事
異
動
［
２
月
１
日
付
］

【
商
業
連
携
支
援
部
】
商
業
連
携
支
援

部
主
任
指
導
員
＝
海
老
根
博
（
経
営
支

援
部
主
任
指
導
員
）

【
工
業
連
携
支
援
部
】
工
業
連
携
支
援

主
任
指
導
員
＝
渡
邊
幸
恵
（
経
営
支
援

部
主
任
指
導
員
）

【
経
営
支
援
部
】
経
営
支
援
部
主
事
＝

野
ケ
峯
元
起
（
工
業
連
携
支
援
部
主

事
）、
経
営
支
援
部
主
事
＝
高
橋
昂
二

朗
（
商
業
連
携
支
援
部
主
事
）

■
定
期
異
動
［
４
月
１
日
付
］

【
設
立
支
援
部
】
設
立
支
援
部
主
任
指

導
員
＝
齋
藤
昇
（
工
業
連
携
支
援
部
主

任
指
導
員
）

【
商
業
連
携
支
援
部
】
商
業
連
携
支
援

部
副
部
長
＝
菅
井
啓
勝
（
商
業
連
携
支

援
部
主
幹
副
部
長
心
得
）

【
経
営
支
援
部
】
経
営
支
援
部
主
任
指

導
員
＝
秋
田
識
人（
総
務
部
主
任
指
導
員
）

【
総
務
部
】
総
務
部
主
事
＝
中
村
文
彦

（
設
立
支
援
部
主
事
）

■
新
規
採
用
［
２
月
１
日
付
］
工
業

連
携
支
援
部
主
事
＝
鈴
木
貴
絵
、
経
営

支
援
部
主
事
＝
鈴
木
み
な
み

［
４
月
１
日
付
］
設
立
支
援
部
主
事
＝

高
橋
伶
哉
、
工
業
連
携
支
援
部
主
事
＝

中
澤
健
仁
、
商
業
連
携
支
援
部
主
事
＝

角
田
眞
之
助

令
和
６
年
度 

中
央
会
の
事
務
局
体
制

　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
本
会
の

事
務
局
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▼
印
は
異
動
・
昇
格
の
あ
っ
た
者
。

▽
専
務
理
事
＝
今
関
光
俊

▽
常
務
理
事
＝
松
宗　

宏

▼
事
務
局
長
＝
斉
藤　

清

▽
事
務
局
次
長
＝
椎
名
勝
也

▽
事
務
局
次
長
＝
橋
本
健
一

【
設
立
支
援
部
】
▽
事
務
局
次
長
兼
部

長
＝
橋
本
健
一
▽
副
部
長
＝
池
澤
由
寿

▼
主
任
指
導
員
＝
齋
藤
昇
▽
主
事
＝
冨

田
遼
太
郎
▼
主
事
＝
高
橋
伶
哉

【
商
業
連
携
支
援
部
】
▼
副
部
長
＝
菅

井
啓
勝
▼
主
任
指
導
員
＝
海
老
根
博
▽

主
事
＝
後
藤
直
樹
▼
主
事
＝
角
田
眞
之

助【工
業
連
携
支
援
部
】
▽
副
部
長
部
長

心
得
＝
山
内
昭
紀
▽
副
部
長
＝
堀
江
勇

介
▽
上
席
指
導
員
＝
東
克
典
▼
主
任
指

導
員
＝
渡
邊
幸
恵
▽
主
事
＝
井
上
亮
太

▼
主
事
＝
鈴
木
貴
絵
▼
主
事
＝
中
澤
健

仁【経
営
支
援
部
】
▽
部
長
＝
福
永
正
昭

▼
主
任
指
導
員
＝
秋
田
識
人
▼
主
事
＝

野
ケ
峯
元
起
▼
主
事
＝
高
橋
昂
二
朗
▼

主
事
＝
鈴
木
み
な
み

【
総
務
部
】
▽
部
長
＝
田
川
幸
宗
▽
主

幹
＝
永
田
芳
子
▼
主
事
＝
中
村
文
彦
▽

主
事
＝
秋
田
実
里
▽
主
事
＝
吉
原
律
子

中小企業組合士が誕生するまで中小企業組合士が誕生するまで中小企業組合士が誕生するまで

中小企業組合
検定試験受験

（組合会計・組合制度・組合運営）
合格（3科目） 認定申請 中小企業組合士

の誕生

●申込み…9月上旬～10月中旬
●試験日…12月の第１日曜日

●1部科目合格については
　翌年から 3年間有効
●毎年 3月上旬に合格発表

●毎年 6月 1日付けで認定証書、
　組合士章、組合士証を交付
●有効期間 5年間　その後更新

●検定試験に合格し、かつ組合等で
　3年以上の実務経験のある方

　　去る令和５年12月３日（日）に実施された令和５年度中小企業組合検定試験の合格去る令和５年12月３日（日）に実施された令和５年度中小企業組合検定試験の合格
者がこのほど発表になり、千葉県の受験者15名のうち下記の７名の方（敬称略・順不同）者がこのほど発表になり、千葉県の受験者15名のうち下記の７名の方（敬称略・順不同）
が見事合格されました。おめでとうございます！！が見事合格されました。おめでとうございます！！

山本　俊嗣 福朋国際協同組合 井上　亮太 千葉県中小企業団体中央会

赤羽　志保 千葉県火災共済協同組合 高橋昂二朗 千葉県中小企業団体中央会

小野山俊幸 株式会社商工組合中央金庫 後藤　直樹 千葉県中小企業団体中央会

並木　　馨 千葉開発事業協同組合

■
再
雇
用
者
［
４
月
１
日
付
］
事
務

局
長
＝
斉
藤
清

■
退
職
者
［
２
月
29
日
付
］
商
業
連

携
支
援
部
主
事
＝
原
田
麻
衣

［
３
月
31
日
付
］
経
営
支
援
部
主
任
指

導
員
＝
稲
葉
勝
哉
、
設
立
支
援
部
主
任

指
導
員
＝
錦
織
義
雄

祝

中小企業組合検定試験
合格おめでとうございます!!




